
1. はじめに

日本緑化工学会は，昭和 41（1966）年 1月に日本法面緑
化研究会として活動を開始して以来，昨年で 50周年を迎え
た。この間，昭和 47（1972）年 3月には日本緑化工研究会
へと改称し，「日本緑化工学会」として正式に発足したのは
平成元（1989）年のことである。
「積雪寒冷地緑化研究部会」は日本緑化工学会で 6番目の
研究部会（当時）として平成 6（1994）年に発足した。この
ときの設立主意書によると，積雪寒冷地は北日本に限定する
ものではなく，研究地域・研究対象領域は広いものとしてい
る。そこで，緑化全般に関連した「積雪と寒冷が障害要因と
なっている事項」に着目して問題点を洗い出し，率直に討論
することから活動を開始した13）。その後 20余年間の中で，
積雪寒冷地緑化研究部会は積雪寒冷地における緑化工技術の
諸問題に対応する組織としての存在価値を高めてきた。
この研究部会は村井宏教授（岩手大学大学院連合農学研究
科（当時））が初代部会長として立ち上げた。その翌年度に
は北海道に事務局を移し，帯広畜産大学の丸山純孝名誉教
授，土谷富士夫名誉教授，辻 修 教授へと部会長が引き継が
れて現在に至っている。この長期間，歴代部会長のみなら
ず，歴代・現幹事らによって独創的かつ発展的に活動が継続
されてきたことはすでに周知の事実である。
ここでは，積雪寒冷地緑化研究部会の発足後（とくに最近
10年間）の活動について報告する。

2. 積雪寒冷地緑化研究部会の発足後 10余年間の活動

積雪寒冷地緑化研究部会の発足当初から平成 18（2006）
年 1月の第 10回研究会を終了するまでの 10余年間，岩手
県盛岡市および北海道各地で 10回の研究会，6回の現地見
学会に加えて，1回の拡大幹事会などを開催した13）。また，
10余年間のあゆみを記録する目的で，日本緑化工学会誌の
特集「積雪寒冷地における緑化工技術の現状と課題」（Ⅰ）（Ⅱ）
を企画した。
2.1 日本緑化工学会誌第 31巻第 4号・特集（Ⅰ）
平成 18（2006）年 5月発行の日本緑化工学会誌第 31巻
第 4号には，特集「積雪寒冷地における緑化工技術の現状
と課題」（Ⅰ）が企画されて 3編の原稿が寄せられた。土谷13）

は，積雪寒冷地緑化研究部会が発足して 10余年間の活動の
あゆみを整理した。村井8）は，平成 18（2006）年 1月に開催

された同研究部会・第 10回研究会の基調講演「ふるさとの
荒れ地を緑に―自然と調和をめざす植生回復の技術―」に関
する内容をまとめた。宗岡6）は，独自の視点で実施した調
査・研究結果をもとに，寒冷少雪地域における斜面の保全と
緑化工技術の問題点を提起した。
2.2 日本緑化工学会誌第 32巻第 3号・特集（Ⅱ）
平成 19（2007）年 2月に発行された日本緑化工学会誌第
32巻第 3号には，特集「積雪寒冷地における緑化工技術の
現状と課題」（Ⅱ）が企画された。原稿を公募した結果，
1編の論文および 3編の技術報告が受理・掲載された。
まず，土谷14）からこの企画の趣旨が説明された。辻ら15）

は，GISを用いて北海道音更町の耕地防風林データベースを
構築し，保全的見地から耕地防風林の実態を明らかにした。
田崎ら12）は，北海道十勝川水系に自生する絶滅危惧種ヒシモ
ドキ（Trapella sinesis Oliver）の生育環境と保全対策を整理
した。福田3）は，北海道内で採取された自生種を用いて自然
公園法面緑化の事例をもとに侵食抑制，自生種導入の可能性
と課題を示した。斉藤ら10）は，群馬県に位置する神流川発電
所の上部ダム堤体材料採取跡地の 25 haに地域性苗を
2004～2006年の間に植栽し，管理手法と課題について報告
した。

3. 積雪寒冷地緑化研究部会における最近 10年間の活動

2.1・2.2でも述べたように，積雪寒冷地の緑化工技術に関
する話題が特集されて 10年間が経過した。この間，個別の
活動報告2，5，11）を除いて，日本緑化工学会誌に積雪寒冷地緑化
研究部会の活動を体系的に報告した記録はない。
そこで，積雪寒冷地緑化研究部会における最近 10年間の
活動の経緯を表―1および表―2にまとめた。
3.1 斜面緑化研究部会との合同研究会の開催
斜面緑化研究部会と積雪寒冷地緑化研究部会の第 1回合
同研究会を平成 20（2008）年 1月に帯広市内（とかちプラ
ザ）で開催した。
午前中は斜面緑化研究部会より福永健司部会長（当時）を
含めた 4氏に基調講演をいただいた。午後からは両研究部
会の 7氏による事例報告の後，会場からの質問・意見をふ
まえて総合討論を実施した。最後に，土谷富士夫部会長（当
時）より，積雪寒冷地緑化研究部会が果たすべき今後の役割
について提言がなされた。なお，詳細は同誌・第 33巻第 4
号11）に報告済みである。
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3.2 研究部会事業の開催
平成 20～24年度の間，4回の積雪寒冷地緑化研究部会事
業を実施した。はじめに，少人数精鋭による“法面緑化技術
者向けの研修会”を 2回開催した。
1回目は，平成 21（2009）年 6月に植物同定の基礎知識
に関する研修会を帯広畜産大学において開催した。佐藤敏郎
氏を講師に招き，植物同定の基礎知識を学んだ上で日頃の身
近な疑問を参加者間で話し合った。なお，詳細は同誌・第
35巻第 2号5）に報告済みである。
この応用編（続編）として，平成 25（2013）年 5月に法
面緑化用に適した自生種植物とその性質に関する研修会を帯
広市内（帯広の森・はぐくーむ）で開催した。午前中には佐

藤敏郎氏を講師に招いて研修会を実施した。午後からは，帯
広の森の苗圃における苗木の育成状況を見学し，法面緑化用
自生種植物に関する講演の後に総合討論を実施した。
また，自然公園内における法面緑化の考え方と今後の課題
に関する講演会を平成 22（2010）年 12月に釧路市内（釧路
地方合同庁舎）で開催した。環境省の則久雅司氏に依頼して
自然公園法・外来生物法と法面緑化に関する基調講演をいた
だいた。さらに 2件の技術報告の後，事前に募集しておい
た質問・意見書をもとに総合討論を実施した。
加えて，地域におけるアウトリーチ活動の一環として，帯
広市と共催する形で平成 24（2012）年 2月に帯広市民向け
の講演会を帯広市内（とかちプラザ）で開催した。4名の講

表―1 積雪寒冷地緑化研究部会における最近 10年間の活動の経緯（その 1）

日本緑化工学会 斜面緑化研究部会・積雪寒冷地緑化研究部会 第 1回合同研究会
「積雪寒冷地における自然回復緑化～地域生態系に配慮した“のり面保全”への取り組み～」

平成 20（2008）年 1月 11日（金） 9：45～16：45
とかちプラザ 2 F 視聴覚室（帯広市西 4条南 13丁目）

「四省庁による“緑化植物取扱方針の検討”について」 東京農業大学 福永健司
「斜面緑化研究部会が提案するのり面の自然回復緑化の考え方」 東興建設株式会社 吉田 寛
「のり面緑化工の指針における地域生態系への配慮」 国土交通省国土技術政策総合研究所 細木大輔
「森林表土利用工・自然侵入促進工の問題・課題と提案」 エコサイクル総合研究所／中野緑化工技術研究所 中野裕司
「外来草本植物を用いないのり面緑化事例の追跡調査」 SPTEC・YAMADA 山田 守
「日本版 weed risk assessmentモデルの構築に向けて」 九州産業大学 内田泰三
「寒冷少雪地域におけるのり面方位と冬期の気象・地盤条件」 帯広畜産大学 宗岡寿美
「冬期のり面の土壌凍結推移と崩壊防止工法」 帯広畜産大学 辻 修
「ミヤコザサによるのり面被覆と保全効果―15年の調査観測から―」 帯広畜産大学 武田一夫
「周辺の自然環境と調和したのり面緑化のための事前調査と工法提案の例」 有限会社開成舎 福田尚人
「北海道の自生種（地域性種苗）を使用したのり面緑化の事例」 社団法人北海道造園緑化建設業協会 渡辺正志
総合討論 座長 帯広畜産大学 宗岡寿美
提言 ～積雪寒冷地緑化研究部会が果たすべき今後の役割～ 帯広畜産大学 土谷富士夫

日本緑化工学会積雪寒冷地緑化研究部会 平成 20年度事業
「法面緑化技術者のための植物同定の基礎知識に関する研修会」

平成 21（2009）年 6月 22日（月） 13：00～16：00
帯広畜産大学 Ⅰ号館 N 1301室（帯広市稲田町西 2線 11番地）

「研修会および討論」 株式会社ズコーシャ 佐藤敏郎

日本緑化工学会積雪寒冷地緑化研究部会 平成 22年度事業
「自然公園内における法面緑化の考え方と今後の課題」

平成 22（2010）年 12月 16日（木） 13：30～16：30
釧路地方合同庁舎 5 F 第 1会議室（釧路市幸町 10丁目）

「自然公園法・外来生物法と法面緑化」 環境省釧路自然環境事務所 則久雅司
「道内国立公園における自生種植物の導入方法と今後の課題」 有限会社開成舎 福田尚人
「道東における希少種を含む自生種植物の移植の事例」 株式会社北開水工コンサルタント 田崎冬記
総合討論 司会・進行 帯広畜産大学 宗岡寿美

日本緑化工学会積雪寒冷地緑化研究部会 平成 23年度事業 主催 日本緑化工学会積雪寒冷地緑化研究部会
帯広市民大学第 34集［道民カレッジ連携講座（環境生活コース）］ 帯広市教育委員会
「名も知られぬ草木の力 環境形成技術と自生種植物」

平成 24（2012）年 2月 24日（金） 14：00～16：00
とかちプラザ 2 F 視聴覚室（帯広市西 4条南 13丁目）

「バイオマス資源を育てる」―ヤナギ類の繁殖と生育基盤条件― 株式会社ズコーシャ 塩飽宏輔
「山野草の種で斜面を守る」
―少雪寒冷地域切土法面の侵食防止工法に用いた自生種植物の経年変化― 有限会社開成舎 福田尚人

「厄介な野草との戦い」
―法面管理に資するオオイタドリ抑制試験― 株式会社北開水工コンサルタント 田崎冬記

「自然は回復したか」―緑化工の現場から― 社団法人北海道造園緑化建設業協会 渡辺正志
総合討論 司会・進行 帯広畜産大学 宗岡寿美
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師からさまざまな植物に関する講演があり，一般市民からの
疑問・質問に講師が答える形で総合討論を実施した。
3.3 第 45回日本緑化工学会大会の開催
北海道初の日本緑化工学会大会を平成 26（2014）年 8月，
9月に帯広畜産大学で開催した。この大会では，積雪寒冷地
緑化研究部会が中心となって大会運営委員会を組織した。
公開シンポジウムは，斜面緑化研究部会との合同企画とし
て開催された。辻 修 大会運営委員長がシンポジウムテーマ
の意義を説明した後，4氏による講演があり，その後に会場

からの質問に講演者が答える形で総合討論を実施した。
現地見学会は，「日勝峠」「十勝千年の森」「帯広の森・は
ぐくーむ」において実施した。この日は晴天に恵まれ，十勝
の自然環境と法面緑化事情を知る上で有意義な機会となっ
た。なお，詳細は同誌・第 40巻第 3号2）に報告済みである。
3.4 北海道造園緑化建設業協会との共催による講演会の開催
「平成 27年度／第 30回 植生技術講演会」を北海道造園
緑化建設業協会との共催で平成 28（2016）年 3月に札幌市
内（北海道立道民活動センター（かでる 2.7））で開催した。

表―2 積雪寒冷地緑化研究部会における最近 10年間の活動の経緯（その 2）

日本緑化工学会積雪寒冷地緑化研究部会 平成 24年度事業
「十勝地域における法面緑化用に適した自生種植物とその性質 ＝法面緑化技術者のための研修会＝」

平成 25（2013）年 5月 21日（火） 10：30～16：30
帯広の森・はぐくーむ（帯広市南町南 9線 49―1）

「法面への侵入が多く認められる木本植物の同定研修会」 株式会社ズコーシャ 佐藤敏郎
「現地見学」 帯広の森・苗圃における苗木育成見学 帯広の森・はぐくーむ 渋谷洋一
「十勝地域における法面緑化用に適した自生植物種とその性質」 有限会社開成舎 福田尚人
総合討論 司会 帯広畜産大学 辻 修

第 45回日本緑化工学会大会

斜面緑化研究部会・積雪寒冷地緑化研究部会 合同企画
公開シンポジウム「自然回復法面緑化の寒冷地域における課題」

平成 26（2014）年 8月 30日（土） 15：00～17：00
帯広畜産大学 講義棟 大講義室（帯広市稲田町西 2線 11番地）

挨拶・公開シンポジウムテーマの意義 帯広畜産大学 辻 修
「自然回復緑化の基本的考え方」 東京農業大学 福永健司
「寒冷地における自然回復緑化事例のモニタリング」 SPTEC・YAMADA 山田 守
「北海道における法面緑化用自生種植物」 有限会社開成舎 福田尚人
「北海道における法面緑化技術者育成」 一般社団法人北海道造園緑化建設業協会 渡辺正志
総合討論 司会・進行 九州産業大学 内田泰三

現地見学会

平成 26（2014）年 9月 1日（月） 9：15～16：00
集合場所・解散場所 とかちプラザ東側（帯広市西 4条南 13丁目）

「日勝峠」「十勝千年の森」「帯広の森・はぐくーむ」

平成 27年度／第 30回 「植生技術講演会」 主催 一般社団法人北海道造園緑化建設業協会
共催 日本緑化工学会積雪寒冷地緑化研究部会ほか 1団体

平成 28（2016）年 3月 16日（水） 13：30～17：00
北海道立道民活動センター（かでる 2.7）8 F 820会議室（札幌市中央区北 2条西 7丁目）

主催者挨拶 一般社団法人北海道造園緑化建設業協会 落合博志
「会計検査の仕組みと法面緑化についての指摘事項」 一般財団法人経済調査会（元会計検査院） 芳賀明彦
「法面緑化の最近の動向と地域ルールの確立を目指して」 日本緑化工協会／日本緑化工学会 中野裕司
結びの挨拶 日本緑化工学会積雪寒冷地緑化研究部会 宗岡寿美

日本緑化工学会 公開シンポジウム 主催 日本緑化工学会
「平成 28年 8月北海道豪雨災害から見えた緑化の役割」 共催 農業農村工学会北海道支部

平成 29（2017）年 5月 13日（土） 13：00～17：00
帯広畜産大学 講義棟 大講義室（帯広市稲田町西 2線 11番地）

「平成 28年 8月北海道豪雨の特性」 日本気象協会北海道支社 松岡直基
「地盤工学から見る災害状況」 北見工業大学 川口貴之
「農業用排水施設の被害」 国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所 大久保天
「河川氾濫と河畔林の関係」 帯広畜産大学 辻 修
「災害復旧における斜面の自然再生」 日本緑化工学会斜面緑化研究部会 山田 守
「災害復旧事業計画における緑化」 日本緑化工学会防災緑化研究部会 井野友彰
「十勝における木本導入による法面保護強化事例」 日本緑化工学会積雪寒冷地緑化研究部会 福田尚人

司会・進行 帯広畜産大学 宗岡寿美
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元会計検査院の芳賀明彦氏より，会計検査のしくみと法面
緑化についての指摘事項に関する講演をいただいた。とく
に，会計検査における「機能復旧」という考え方の重要性に
関する話題が印象的であった。中野裕司氏の講演は，法面緑
化の最近の動向と地域ルールの確立に関する内容であった。
3.5 日本緑化工学会公開シンポジウムの開催
「平成 28年 8月北海道豪雨災害から見えた緑化の役割」
と題する日本緑化工学会公開シンポジウムを農業農村工学会
北海道支部との共催で平成 29（2017）年 5月に帯広畜産大
学で開催した。
北海道十勝地方における未曾有の台風災害に際して，気象
学，地盤工学，農業農村工学および緑化工学など多彩な分野
から 7件の話題提供があった。とくに，甚大な被害の現状
をもとに今後の災害対応へのアプローチを考える上で有意義
なシンポジウムとなった。
3.6 日本緑化工学会誌第 42巻第 4号・特集
平成 29（2017）年 5月に発行された日本緑化工学会誌第
42巻第 4号（本号）には，特集「積雪寒冷地における緑化
工技術の課題解決に向けて」が企画された。
辻・内田16）により企画の趣旨が説明され，宗岡はこの原稿
の中で積雪寒冷地緑化研究部会の最近 10年間の活動を報告
した。原稿を公募した結果，2編の論文1，7），1編の短報9）お
よび 3編の技術報告4，17，18）が受理・掲載された。これらの内
容は本号 489ページ以降に掲載されているとおりである。

4. 北海道造園緑化建設業協会との協力体制

積雪寒冷地緑化研究部会では北海道造園緑化建設業協会と
長年にわたり協力体制をとりながら，北海道の緑化工技術に
関する諸問題に対して相互補完的な立場で向き合ってきた。
これまでの間，研究部会の歴代部会長・現幹事の多くが，
同協会主催の「植生技術講演会」に講師として招かれてきた。
また，本研究部会幹事・福田尚人氏は同協会が実施している
「植生施工管理技士研修会」の講師を長年にわたり担当し，
法面緑化技術者の育成を支援している。他方，同協会植生技
術委員会委員長・渡辺正志氏には本研究部会事業等で数回の
講演・報告をしていただいた。

5. おわりに

積雪寒冷地緑化研究部会における最近 10年間の活動内容
が発展的に充実できたのは，前述した諸機関各位はもちろん
のこと，斜面緑化研究部会からの協力によるところが大きい
（表―1，表―2）。積雪寒冷地緑化研究部会の歴代・現役員（部
会長および幹事）をはじめ，これまでの活動に携わってこら
れたすべての皆様にあらためて心より感謝を申し上げる。
積雪寒冷地緑化研究部会として今後の活動の方向性を考え
るとき，時代の要請とともに多岐・多様な対応が求められて
いくであろう。なかでも，積雪寒冷地の北海道における法面
緑化の地域ルールづくりに向けた具体的な取組みとその進展
にもとづく一定の成果が必要とされていることはもはや言う
までもない。
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